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広告

砥部町公式ＬＩＮＥ友だち募集中
砥部町の情報だけでなく周辺地域のイベントなども
配信しています。もちろん防災情報も LINE でお知ら
せします。ぜひ、砥部町公式 LINE をご登録ください。

友だち追加方法

● ＩＤで検索「@tobe」
● ２次元コードを読み取る
● 利用者設定のお知らせ受信設定を選択

Ｖｏｌ.4古谷がお伝えします
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人口　男性	 9,442	人
　　　女性	 10,511	人
　　　合計	 19,953	人
世帯	 9,655	戸
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人の動き
【６月１日現在／（　）は前月比】

　こんにちは！砥部町長の古谷崇洋です。
　5月17日、天皇皇后両陛下をお迎えし「第76回全
国植樹祭」が開催されました。私も両陛下のお出迎え
とお見送りをさせていただくという身に余る光栄に浴
し、エピローグでは開催への感謝の思いをお伝えしま
した。町民の皆さんとともに分かち合ったこの素晴ら
しい感動は、これからの町づくりへの大きな活力とし
ていきます。※植樹祭の詳しい様子は３ページをご覧ください。

　この植樹祭を機に、改めて私たちの町を見つめ直す
と、豊かな森林の恵みに気づかされます。町面積の
約7割を占める山林は、広田地域を中心とした林業を
支えるだけでなく、私たちの誇りである砥部焼の歴史
とも深く結びついています。元々、砥部焼は、この地
に広く分布していたマツを薪

まき
として使い、その炎によっ

て美しく焼き上げられてきました。
私たちはこれからも、持続可能な
森林経営を図りながら、この豊か
な自然と伝統を「大切な資産」と
して次世代へと繋いでいきます。

　そして今、森林の恵みから生まれた砥部焼は、新た
な未来への扉を開こうとしています。来年、砥部焼は
「磁器創業250周年」という記念すべき節目を迎えます。
これに向けて、愛媛県主催の「art venture ehime 
fes」でのご縁をきっかけに、
東京藝大との協働イベントを
予定しており、砥部焼の歴史
を振り返る事業を皮切りに、多
彩な施策を展開していきます。

　また、愛媛県では2027年度に世界最大の自転車国
際会議「Velo-city」が、翌年には「国民文化祭」の開
催が決定しています。町としては、これらの県事業へ
単に参加するだけでなく、この好機を最大限に活かし、
未来につながる独自の施策や事業を仕掛けていきます。
　自然と伝統を大切に守りながらも、未来を見据えて
変化を起こしていくため、関係
機関と緊密に連携しながら、砥
部町の新たな可能性を切り拓く
施策を展開していきます。

古谷崇洋
Instagramは
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